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は

じ
め
に

　

東
南
ア

ジ

ア

の

ほ

ぼ

中

心

に

位
置

す
る
マ

レ

ー

半
島
で

、

日
蓮
宗
の

布
教
が

始
ま
っ

た

の

は
、

大
正
二

年

二

九

＝

三

の

こ

と

で

あ
っ

た
。

当

時
の

東
南
ア

ジ

ア

は

欧

米
列
強

諸
国
に

よ

る

植

民
地

化
が

進

め

ら

れ
、

マ

レ

ー

半
島
も
イ

ギ

リ
ス

の

統
治
下
に

置
か

れ

て

い

た
。

　

マ

レ

ー

半
島
の

欧
米
列
強
諸
国
に

よ

る

支
配

は
、

一

六

世

紀
初
頭

の

ポ
ル

ト

ガ

ル

の

侵
入

に

始
ま

る
。

さ

ら

に
一

七

世

紀
半
頃
に
は

オ

ラ
ン

ダ

領
と

な

り
、

→

九
世

紀
に

イ

ギ

リ

ス

の

植

民
地

と

な
っ

て

か

ら
は

、

長
期
間

に

わ
た

っ

て

形

を

変
え
な

が

ら
も

、

イ

ギ

リ
ス

の

影
響
を

受
け

て

近

代
に

ま

で

及
ん

だ
。

そ

の

後
、

昭
和
一

六

年
（
一

九

四
一
）

の

日

米
開
戦

に

よ

り
、

日

本

は
マ

レ

ー

半

島
へ

軍

事
的
な

介
入
を
始
め

、

イ

ギ

サ
ス

軍
と
交

戦
し

な

が

ら

お

よ

そ
二

ヶ

月
を
つ

い

や

し
て

マ

レ

i
半

島
の

全

土
を

掌
握
し

、

そ
の

状
況
が

昭
和
二

〇

年
（

一

九

四
五
）

八

月

の

敗
戦
ま
で

続
い

た
。

　

明
治
時
代
に

入
り

、

日

本
人
の

海
外
渡
航
が

様
々

な

形
態
で

繰

り
広

げ
ら

れ

る

よ

う
に

な
る

と
、

各
地
に

多
く
の

日
本
人
が

移
住
を

目
的
に

海
を

渡
っ

た

が
、

そ
の

始
ま
り
に
つ

い

て

次
の

よ

う
な
記
述
が

あ
る

。

　

米
国
海

岸
は

労
銀
高
く
日

本
男

子
が

甘
ん

じ

て

出
稼
ぎ

し

た

の

で

あ
つ

て
、

　

敢
て

婦

女
子
の

賤
業
を

先
駆
に

発

展
す
る

必

要
は

な

か
つ

た

の

で

あ
る

が
、

　

然
も

満
州

、

支
那

、

南
方
地
方
は

労
銀
低

廉
で

劣
等
生
活
に

甘
ん

ず
る

労
働

　

者
が

多
い

の

で

あ
る

か

ら
、

特
別
の

事
情
な

き

限

り
日

本
人
の

労
働
者
を
必

　

要
と
せ

ず
、

随
つ

て

婦
女
子
の

賤
業
が

発

展
の

先
駆
と

な
つ

た

の

も

是
非
な

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　
き

次
第
で

あ
つ

た
。

マ

レ

ー

半
島
へ

日

本
人
の

移
住
に

と

も
な
う
渡
航
が

始
ま
っ

た

の

は

明

治
初
年
の

こ

と
だ
が

、

こ

こ

で

記
さ

れ

て

い

る
よ

う
な

婦
女
子
の

賤
業

を

目
的
と

し

た

も
の

が

当
初
は

多
か
っ

た
よ

う
で

あ
る

。

さ

ら
に

時
代

の

経
過
と

と
も
に

ゴ

ム

栽
培
・

鉱
山
・

漁
業
・

貿
易
・

小
売
業
な
ど

に

関
わ

る

日

本
人

の

渡

航
が

盛
ん

と

な
り

、

大
正

九

年
（
一

九
二

〇
）

に

　

　

　

　

　

　
（
2）
　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
（
3

）

マ

レ

ー

シ

ア

全

域
に

在

留

す
る

日

本
人

は

八
、

二

七
八

人

に

及
ん

だ
。

ち

な

み

に
、

同
年
の

各
国
・

各
地
域

在

留
日

本
人
数
は

、

北

米
合

衆
国

一

二

五
、

四

七

六

人
・

ハ

ワ

イ
一

〇

八
、

一

〇

九

人
・

英

国
領
カ

ナ

ダ

一

七
、

六

六

八

人
・

ブ

ラ

ジ
ル

三

三
、

四
五

六

人
・

ブ

イ

リ
ピ
ン

群

島
グ

一
　740 一
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ア
ム

島
九

、

三

三

七

人
・

ペ

ル

ー

五
、

九
一

〇

人
・

支

那
五

四
、

五

四

四

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
4

）

人
・

満
州
一

五

〇
、

四

六

五

人

で

あ
っ

た
。

こ

こ

で

掲

げ
た

国
・

地

域

の

中
で

、

マ

レ

ー

シ

ア

に

お

け
る

在
留
日

本
人
の

数
は

決
し

て

多
く
な

い

が
、

そ
の

差
に
つ

い

て

は

日

本
の

政
策
・

渡
航
先
国
の

政
策
・

職
種
・

賃
金
・

生
活

環
境
な
ど

の

相
違
に

よ
っ

て

生
じ

た
こ

と

で

あ
っ

て
、

こ

の

数
値
が
国
・

地

域

毎
の

盛
衰
を

表
す
も
の

で

は
な
い

。

さ
ら
に
マ

レ

ー

シ

ア
は

先
に

も

記
し
た

よ

う
に
、

昭
和

＝
ハ

年
一

二

月
か

ら

始
ま
っ

た

日

本
に

よ

る

侵

攻
に

よ
っ

て
、

軍
の

駐
留
も
あ
っ

て

在
留
す
る

日

本
人

の

状
況
に

大
き
な

変
化
が

見
ら

れ

た
の

は

当
然
の

こ

と

で

あ
る

。

マ

レ

ー

半
島
に

お

け
る

日

本
仏

教
の

展
開

　
マ

レ

i
半
島
に

お
け
る

日

本
仏
教
の

展
開
に

関
す
る

研
究
は

進

展
し

て

い

る

と

は

言
い

難
く

、

僅
か
に

見
ら

れ

る

だ

け
で

あ
る

。

そ

の

中
で

も
大
澤
広
嗣
氏
は

、

第
二

次
世
界
大
戦
期
に

お

け
る

マ

レ

i
半
島
を

含

め

た

東
南
ア

ジ

ア

で

活

動
し

た

日

本
人

仏
教
者
・

仏

教
学
者

、

さ

ら
に

は

彼
ら

が

所
属
す
る
組

織
な
ど

の

動
向
に
つ

い

て

考
察
さ

れ
、

成
果
を

　

　
　
　

（

5
）

発
表
し

て

い

る
。

ま
た

、

柴
田

幹
夫
氏
は

シ

ン

ガ

ポ

ー

ル

の

本
願
寺
の

歴
史
と

、

本
願

寺
が

設
立
し

た

日

本
語
学
校
の

実
態
に

つ

い

て

考
察
し

て

い

る
。

本
願

寺
が
シ
ン

ガ

ポ
ー

ル

の

日

本
人
社
会
の

中
で

、

葬
儀
や

布
教
な
ど

の

日

常
の

仏

教
寺
院
と

し

て

重
要
な
役
割
を

果
た

し

て

い

た

こ

と

は

勿
論
の

こ

と
、

日

本
語
学
校
や

慈
善
事
業
に

も
関
わ
っ

て

い

た

　

　
　
　

　
　
　

　

（
6

）

こ

と

が

紹
介
さ
れ
て
い

る
。

マ

レ

ー

半
島
に
お

け
る

日
蓮
宗
布
教
の
一

考
察
（
安

　
中
）

　
マ

レ

ー

半
島
に

初
め

て

日

本
仏

教
の

僧
侶
が

入
っ

た

時
期
に

つ

い

て

柴
田

氏
の

成
果
に

よ

る

と
、

明

治
二

六

年
（
一

八

九一

三

に

曹
洞

宗
の

釋

楳
仙
が
イ
ン

ド

仏
跡
参
拝
の

途
上

に

シ

ン

ガ

ポ

ー
ル

に

立
ち

寄
り

、

そ
の

際
に
日

本
人

墓

地
に

埋

葬
さ

れ

て

い

る

死
没

者
供
養
の

た

め

に
、

在
留
を

依
頼
さ
れ

た
こ

と

に
よ

る

と

記
さ

れ
て

い

る
。

そ
の

後、

明
治

四

四

年
（

一

九
一
一
）

に

シ

ン

ガ

ポ

ー

ル

を

訪
れ
た

曹
洞

宗
の

日

置
黙

仙
（

後
に

永
平
寺
六

六
世

、

曹
洞
宗
管
長
を

歴
任）

か

ら
、

釋
教
山
西
有
寺

の

寺
号
を
賜
っ

た
と
い

う
。

ま
た

、

こ

の

間
の

明

治
三

二

年
（
一

八

九

九
）

に
、

浄
土
真

宗
本
願

寺
派
の

大

谷
光
尊
に

よ
っ

て
、

本
願
寺
派
僧
侶
の

佐
々

木
千
重
が
シ

ン

ガ

ポ

ー
ル

に

派
遣

さ

れ
、

通
訳
の

佐
々

木
芳
照
と

と

も
に

ヴ

ヰ

ク

ト

リ
ア

街
に

布
教
所
を

設
立
し

た
こ

と

が

わ

か

る
。

　
な
お

、

上

記
二

箇
寺
以
外
で

戦

前
期
に
マ

レ

ー

半
島
に

存
在
が

確
認

で

き
た

日

本
仏
教
の

寺
院
に

つ

い

て

は
、

次
の

通
り
で

あ
る

。

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
7）

　
シ

ン

ガ

ポ

ー

ル

　
妙
法
寺
（
日

蓮
宗）

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（

8）

　
ペ

ナ
ン

　
本
願

寺
（

大
谷
派
か
本

願
寺
派
か
不
明）

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（

9）

　
ク

ア

ラ
ル

ン

プ

ー
ル

　
吉
隆
寺
（

宗
派
不
明）

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（

10
）

　
ク

ア

ラ
ル

ン

プ

ー
ル

　
詳
細
不
明
（

前
掲
吉
隆
寺
か

不
明）

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
（
11）

　
イ
ポ

ー

　

法
華
経
寺
（

日

蓮
宗
）

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
12
）

　
イ
ポ

i
　

真
言
宗
寺
院
（

日

本
人

墓
地

に

隣
接

　
詳
細
不
明
）

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
（
13
）

　
ス

レ

ン

バ

ン

　
光
徳
院
（

曹
洞
宗
）

さ

ら

に
、

現
在
で

も
マ

レ

i
半
島
に

は

日
本
人
墓

地
が

多
数
残
さ

れ
、

平

成

＝

年
（

一

九
九
九
）

に

在
マ

レ

ー

シ

ア

日

本
国
大

使
館
が

発
行

二

＝
二

741
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マ

レ

ー

半
島
に

お

け
る
日

蓮
宗
布
教
の
一

考
察
（
安
　
中
）

し

た
日

本
人

墓
地

に

関

す
る

記

録
に

よ

る

と

二

九

箇
所
が

確

認
で

き

（

14
）

る
。

ま

た
、

シ

ン

ガ

ポ
ー

ル

西
明
寺
の

始
ま
り
が

口

本
人

墓
地
の

死

没

者
供
養
で

あ
っ

た

こ

と

か

ら

考
え
て

も
、

日

本
仏
教
の

寺
院
設
立
と

日

本
人
墓
地
の

関

連
が
深
い

こ

と

は

十

分
に

う
か

が

え

る
。

イ
ポ

ー
に

お

け
る

日

蓮
宗
寺

院
の

創

設

　

先
に

も
記

し

た

よ

う
に

、

マ

レ

ー

半
島
に

お

け
る

日

蓮

宗
布
教
の

始

ま

り
に

つ

い

て

は
、

大

正

二

年

2

九
一

三
）

の

こ

と

で

あ
っ

た
。

そ

の

設
立

の

経
緯
に

つ

い

て
、

『

日

宗
新
報
』

　
＝
二

三
一

号
は

次
の

よ

う

に

紹
介
し

て

い

る
。

馬
来
半
島
の

本
宗
教
会
所

　
曾
て

本

誌
教
報
欄
に

て

報
道
あ
り
し、

肥

前
大

村
町
に

荘
麗
な
る

本
宗
教

会
堂
を

ば

建
立
せ

し

篤
信
家

原
口

駒
吉
氏
は

数
年

前
よ

り
馬
来

半
島
ペ

ラ

ー

ク
の

イ
ッ

ポ

市
に

在
住
し

呉
服
雑
貨
商
を

営

み

頗

る

有
力
家
な
る

が
、

先
般
濱
井
日

成

僧
正

を
介
し
て

小
生

が

贈
り
し

書
翰
の

同
返

信
に

因
れ

ば

　
当

イ
ッ

ポ

市
は

御
案
内
の

新

嘉
坡

市
を

離
る

三

百
哩

余

の

地
に

て

少
数
の

同
胞

も
在
住
致
し

居
り

候
、

併
し

在
留
の

邦
人

は

重
に

島

原
、

天

草
の

出

身
に

て

真
宗
門

徒
多
く
日
蓮

宗
は

拙

宅
を

除
き

て

は

他
に

殆

ど
一

軒
も

無
之

候
間
左

様
御
承
知

下
さ

れ

度
候、

当
イ
ッ

ポ

市
を

距
る
五

哩

珈
琲

山
と

申
す
地
に

清
き
温
泉
有
之

候、

殊
に

同

所
に

は

美

事
な

天

然
の

岩

窟
有
之

候

為
め

老
後
の

楽
み

と

し
て
一

箇
月
数
回
入

浴
に

参
り
候
へ

ば

又
一

般
入

浴
者
の

行
通
便
利
を

も

謀
り
自
費
を
以

て

道
路

を

作
り

居
り
候

処
一

昨

年
偶
然

日
蓮

宗
の

御
僧
日

宗
海
外
布
教
の

目

的
に
て

当
市
に

拙
宅

を

尋
ね

下

さ
れ

候

為
め

此

御
僧

と
協
議
の

上

右
の

岩
窟
を

法
華
の

道

場
と

な

し

巌
龍
寺

と

称
へ

居

り
候

、

御
僧
は
一

昨
年
よ

り
今
に

同

寺
に

在
住
日
々

読
経
に

余
念

二
一

四

な

く
候

、

場
所
が

温

泉
だ

け

に

参
詣
者
も
比

較
的
多
く
依
然
小
生

が

信
徒
総

代
の

役
を
務
め

居
り
候、

何
れ

御
光

来
下
さ

れ

候
節
は

御
案
内
申
上

ぐ
べ

く

候

御
僧
は

熊
本
県
出
身
に

馬
場
禎
誠

氏
と

申
さ
れ

候
（

上

下
略
）

と

有
り
頗

る

本
宗
の

為
に

尽
力
せ

ら

れ
つ

・

在
る

は

吾
人

大
に

意
を
強
ふ

す
る

者
あ

り．、

殊
に

馬
場
師
の

如
き
は
三

十
五

六
の

青
年
に

し
て

暫
く
朝
鮮
に

布
教
せ

ら

れ

居
り
し

仁
師
な
り
と

日
ふ

。

因
に

同

師
は

今
春
上

海
本
國
寺
別

院
よ

り

日

蓮
宗
大

学
に

入

学
せ

ら

れ
竹
植
龍
海
君
の

知

人

な
る

由
孰
れ

も
宗
家
の

為

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　

（
15）

に

賀

す
べ

き
事
な

り
。

（
岡
教
邃
報）

こ

れ

に
よ

る

と
、

長
崎
県
の

大
村
町
に

日

蓮
宗
の

教
会
堂

を

建
立

し

た

原

口

駒
吉
と
い

う
篤
信
家
が

、

マ

レ

ー

半
島
イ

ポ
ー

の

町
で

呉
服
雑
貨

商
を

営
ん

で

い

る

時
に

、

偶
然
に

海
外
布
教
を
志
し
て

同
地

を

訪
れ

た

日

蓮

宗
僧
侶
の

馬
場
禎
誠
と

出

会
い

、

協
議
の

上

で

寺
院
を

設
け
た
こ

と
が
わ

か

る
。

寺
院
の

場
所
は

イ

ポ

ー

市
内
か

ら

五
マ

イ
ル

離
れ

た
温

泉
が
湧
き
出
て

い

る

と
こ

ろ

で
、

そ
こ

に

あ
る

岩
窟
を

利
用

す
る
こ

と

に

な
っ

た
。

温
泉
と
い

う
こ

と

も
あ
っ

て
、

参
詣
者
は

比

較
的

多
か
っ

た

様
子
で

、

ま

た

原
口

が

信
徒

総
代
を

務
め

て

い

た

こ

と

も
わ

か

る
。

な
お

、

馬
場
禎
誠

と
い

う
人

物
に
つ

い

て

は
、

熊
本
県
の

出

身
に

し

て

朝
鮮
で

布
教
活
動
を

展
開
し
て

い

た

ら

し

く
、

年
齢
は
三

〇

代
半
ば
と

い

う
こ

と

で
、

管
見
の

限

り
こ

こ

に

記
さ

れ

て

い

る
こ

と
し

か

知
る
こ

と

が
で

き

ず
、

今
後
の

調
査
を
進
め
る

中
で

明
ら
か

に

し

て
い

き
た

い
。

　
こ

の

イ

ポ
ー

は

マ

レ

ー

シ

ア

・

ベ

ラ

州
の

州
都
で

、

首
都
ク

ア

ラ

ル

ン

プ

ー
ル

か

ら

北
に
二

〇

〇

キ
ロ

メ

ー

ト
ル

ほ
ど

の

距
離
に

あ

り
、

マ

レ

ー
シ

ア

第
三

の

都
市
と

し
て

位
置
づ

け
ら

れ

て
い

る
。

ベ

ラ

州
は
ゴ

一
　742　
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ム

生

産
の

盛
ん

な

地

域
で

、

多
く
の

ゴ

ム

園
が

設
け
ら

れ
て

い

た
。

大

正
八

年
（
一

九
一

九
）

の

時
点
で

イ
ポ

ー

付
近
に

日
本
人
が

経

営
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（

16）

ゴ

ム

園
は

三

九
を

数
え

、

古
く
は

明
治
四

四

年
に

開
園
し
て

い

る
。

さ

ら

に

当
時
の

イ

ポ

ー

の

様
子
を

知
る
こ

と
の

で

き

る

文
書
に

よ

る

と

次

の

通
り
で

あ
る

。

イ
ッ

ポ
ー

付
近

の

在
留
同
胞
は

百
七

八

十
名
其
中
大
部
分
は

例
の

女
で

あ
る

事
は

此

処
も

多
分
に

洩
れ
ぬ
、

市
内
の

日

本
人
は

前
記
諸
氏
の

他
二

三

の

雑

貨
店
と
僧
侶
と

旅
館
三

軒
、

散
髪
師
及
十
数
軒
の

妓
楼
が

あ
る

。

斯
の

如
き

状
態
に

在
る

邦
人
間
に

何

事
で

も

協
同
一

致
の

歩
調
が

取
れ

ぬ

の

は

止

む
を

得
ぬ

事
で

あ
る

。

而
し

て

少
数
の

正

業
派
の

人
々

は

例
の
一

派
と

交
わ
る

を

屑
し

と
せ

ず
し
て

彼
等
を

排
斥
す
る

。

併
し

数
に

於
て

勢

力
が

な
い

。

英

官

憲
の

同
情
は

あ
る

が
金

が

な
い

。

反
対
側
は

多
数
で

あ
る

。

金
が

あ
る

。

社

会
組
織
が
ル

ー
ズ

な
植
民
地
で

の

此
の

二

異
分
子
の

円
満

な

融
合
は

先
づ

望

む
に

難
い

次
第
で

あ
る

。

而
し
て

此

地
で

は

両
派
対
峙
し
て

居
る
だ

け
紛

騒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
17
）

も
他
地
に

比
し

て

絶
え
間
な
い

。

こ

の

文
書
に

よ

る

と
、

大
正
六

年
（
一

九
一

七
）

頃
の

在
留

邦
人

数
は

一

七

〇

〜
一

八

〇

名
ほ

ど

で
、

大
正
時
代
初
期
に

日

本
人
社
会
が

既
に

形
成
さ

れ

て

い

た

が
、

「

正

業

派
」

と

「

賤

業
派
」

に

よ
っ

て

紛

争
が

絶
え
問

な

か
っ

た

こ

と

が

わ

か

る
。

共
同
墓

地
や

寺
院
（
共
同
墓
地
に

隣
接
す
る

寺
院
の

こ

と

か
∀

に

い

た

る

ま
で

、

具

体
的
な

内
容
は

不
明
で

あ
る

が
、

僅
か

な
人

数
の

日

本
人

社
会
で

あ
っ

て

も
、

纏
ま
り
を
持
っ

て

い

た

わ

け
で

は

な
か
っ

た

よ

う
だ

。

ま
た

、

別
の

文
書
に

「

廃
娼
後

　

　

　

　

　
　
（

18）

互

に

和
親
を

計
り

」

と

あ
り

、

大
正
九

年

二

九
二

Q
）

に

マ

レ

ー

半

マ

レ

ー

半
島
に
お

け
る

日
蓮
宗
布
教
の
一

考
察
（
安
　
中
）

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　（
19）

島
の

賤
業
者
を
一

掃
す
る

動
き
が

あ
っ

た

こ

と

か

ら
、

日

本
人

社
会
に

変
化
が

見
ら

れ

た
こ

と

も
確
か

だ
。

ま
た

、

こ

こ

で

日

蓮

宗
寺
院
の

様

子
が

少
し

触
れ

ら
れ

て
い

る

が
、

参
詣
者
で

賑
わ
っ

て

い

た

様
子
も
知

ら

れ

る
。

　
い

っ

ぽ

う
、

篤
信
家
の

原

口

駒
吉
に
つ

い

て

は
、

そ
の

人

物
を

紹
介

す
る

文

章
が

「

日

宗
新
報
』

に

記
載
さ

れ

て

い

る
。

そ
れ

に

よ

る

と
、

肥
前
国
大
村
の

本
経
寺
檀
徒
で

呉
服
商
を

営
ん

で

い

る

原
口

駒
吉
・

タ

ツ

子

夫
妻
の

篤

信
家
ぶ

り

が

紹
介
さ

れ

て

い

る
。

特
に

タ

ツ

子

夫
人

は
、

夫
と

共

に

イ
ン

ド
に

渡
っ

て

商
売
に

励
み

、

明

治
三

七

年
に

は

朝

鮮
、

満
州

に

支

店
を
置
く
ほ

ど

ま
で

に

規
模
を

拡
大

し

て

日

本
に

帰
国

を

果
た

し

た

と
い

う
。

さ
ら

に
、

日

露
戦
争
に

あ
た
っ

て

は
タ

ツ

子
夫

人
が
一

人

で

中
国
・

イ
ン

ド
に

ま
で

赴
い

て

愛
国
婦

人

会
の

勧
誘
を

行

い
、

一

万
数
千

円
と

い

う
高
額
の

募
金
を

持
ち
帰
っ

て

き
た

と
い

う
。

ま
た

、

大
村
の

中
心
地
に
三

千
円
余
り
の

費
用
を

も
っ

て
、

和
洋
折
衷

の

瀟
洒
な

布
教
所
を
建

設
し
て

「

日

宗
交

道
倶
楽

部
」

と

命

名
し

た
。

そ
の

後
、

原
口

夫
妻
は

再
び

イ
ン

ド

に

渡
っ

て
、

カ

ル

カ

ッ

タ

で

商
売

を
始
め

、

渡
印
後
も

護
法
扶
宗
の

た

め

に

経
済
的
な

援

助
が

継
続
的
に

続
け
ら

れ

た
。

そ

し

て
、

そ
の

資
金
を
用
い

て
、

毎
週

日

曜
日

に

僧
侶

た

ち
が

交
番
で

時
勢
に

合
っ

た

布
教

活
動
が

行
わ

れ

る

な

ど
、

原
口

夫

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
（

20）

妻
の

想
い

が

形
に

な
っ

て

実
践

さ

れ

て

い

た
こ

と

が

理

解
で

き
る

。

二
一

五
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マ

レ

ー

半
島
に
お

け
る

日

蓮
宗
布
教
の
一

考
察
（
安
　
中
）

日

蓮
宗
寺
院
の

展
開

　

そ
の

後
、

馬
場
禎
誠
と
原

口

駒
吉

、

タ

ツ

子
夫
妻
の

動
向
に

つ

い

て

は
、

管
見
の

限

り
不
明
で

あ
る

。

ま
た

馬
場
の

後
を

受
け
継
い

だ
の

は

原
智
耀
と

い

う
僧
侶
で

、

大
正
四

年

＝

月
か

ら

イ

ポ

ー

で

活
動
を

開

始
し

て

い

る

こ

と

か
ら

、

馬
場
の

イ

ポ

ー

に

お

け
る

活
動
は

長

く
て

も

二

年
で

あ
っ

た
こ

と

が

わ

か

る
。

　

こ

の

原
智
耀
が
マ

レ

ー

半
島
に

渡
っ

て

イ

ポ

ー

に
た

ど

り
着
く
ま
で

の

こ

と

や
、

イ

ポ

ー

の

洞

窟

寺

院
の

様

子
に

つ

い

て

『

日

宗

新
報
』

　

　
　
　
（
21
）

一

四
一

二

号
に

同
紙
を

主

宰
し

て

い

た

加
藤
文

雄
が

文
書
を

寄
せ

て

い

る
。

こ

れ

に

よ

る

と
、

原
の

渡
航
は

旅
券
や

費
用

も
無
い

ま
ま

、

強
い

意

志
を

も
っ

て

何
処
に

も

許
可

を

得

ず
に

、

密
航
と

い

う
手

段
で

マ

レ

ー

半

島
に

赴
い

た

こ

と

が

わ

か

る
。

そ
の

後
、

い

っ

た

ん

帰
国
し

て

国
や

日

蓮

宗
か

ら
も
認
め

ら
れ

て

再
度
の

渡
航
と

な
っ

た
。

当
時

、

第

一

次
世
界
大
戦
の

真
っ

直
中
に

あ
っ

て
、

西
欧
列
強
諸
国
の

支
配

下

に

置
か

れ

て

い

た

東
南
ア

ジ

ア

諸
地
域
の

中
に
、

日

本
が

進
出

す
る

余
地

が

生
ま
れ

て

し

ま
っ

た
こ

と

も
、

渡
航
の

許
可

に

影
響
を
及
ぼ

し

て

い

る

こ

と

が

考
え

ら

れ

る
。

ド

イ

ツ

領

で

あ
っ

た

赤
道
以

北

の

各
地
域

（
マ

ー

シ

ャ

ル

諸
島
・

マ

リ
ア

ナ

諸
島
・

カ

ロ

リ
ン

諸

島
な

ど
）

を
、

日

英
同

盟
に

基
づ

い

て

第
一

次

世

界
大
戦
に

参
戦
し

た

日

本
が

占
領
し
た

こ

と

に

よ

り
、

日

本
が
「

南
洋
」

に

進
出
す
る

大
き

な

足

が

か

り
と
な
っ

た
。

本
文

中
に

「

わ
が

日
本
の

国
策
と
し

て
、

『

南
進
』

の
一

語

に

は
」

と

二
一

六

あ

り
、

時
代
に

合
致
し
た
布
教
の

実
践
で

あ
る

こ

と

か

ら
、

国
の

お

墨

付
き
を

貰
う
こ

と

が

適
っ

た

の

で

あ
ろ

う
。

　
さ

ら

に

大
理
石
の

大
き
な

洞
窟
に

設
け
ら
れ

た

寺
院
の

様
子
が

知
ら

れ
、

そ

の

名
を

巌
龍
山
法
華
経
寺
と

称
し

、

熱
帯
の

地

域
に

も
か

か
わ

ら
ず
地

形

の

影
響
で

か

涼
味
掬
す
べ

き
境
地
で

あ
る

こ

と

や
、

天

然
の

温
泉
が

常
に

湧
き
だ
し

、

蓮
の

花
が

咲
き

誇
っ

て

幸
せ

に

満
ち
あ
ふ

れ

て
い

る

風
情
と

し

て

い

る
。

洞
窟
内
は

数
十
畳

の

仏

間
が

設
け

ら

れ
、

そ
こ

に

今
回
の

帰
国
に

際
し

て

国
内
の

有
志
に

援
助
を

求
め
て

揃
え

た

仏
具
一

式
を

厳
か
に

飾
り

、

ロ

蓮

聖

人
の

尊
像
が

中
央
に

奉
安
さ

れ

て

い

る

様
子
な
ど

も
わ

か

る
。

ま

た
、

原
は

イ

ポ

ー

を
訪
れ
る

前
に

、

マ

ラ

ッ

カ

海
峡
の

北
口

の

玄
関
と

し
て

交
通
の

要
所
と

な
っ

て

い

る
ペ

ナ

ン

で
、

ゴ

ム

栽
培
に

従
事
す
る

労
働
者
で

あ
っ

た

こ

と

も
記
さ

れ
、

こ

の

地
で

イ

ポ

ー

に

向
か

う
機
会
を

伺
っ

て

い

た

の

で

あ

ろ

う
。

お

わ

り
に

　

そ
の

後
の

原
智
耀
に

つ

い

て

は
、

断
片
的
な
活

動
し

か

知
る

こ

と

が

で

き

ず
、

詳
細
に

つ

い

て

は

今
後
の

資
料
調
査
の

進
展

を

待
た

ね
ば

な

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
22）

ら

な
い

。

さ

ら

に

イ

ポ

ー

の

寺
院
は

須
賀
勝
玄

、

岡
教

邃
へ

引
き

継
が

　
　

　
　
　

（
23
）

れ

終
戦
を

迎

え
た

。

　
な

お
、

イ

ポ

ー

の

寺
院
跡
に
つ

い

て
は

、

現
在
で

も

確
認
す
る

こ

と

が

可

能
な

状
態
に

あ

り
、

マ

レ

ー

シ

ア
・

ペ

ナ
ン

一

念

寺
の

日

蓮
宗
信

徒
た

ち
が

非

常
に

興
味
を
持
っ

て

い

る
。

こ

の
一

念
寺
は

平
成
一

四

年
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（
二

〇
〇

二
）

に

日

蓮

宗
の

寺
院
と

し

て

発
足
し

、

現
地
の

華
僑
を
中
心

と
し
た

信
徒
た
ち
に

よ
っ

て

活
発
な
活

動
が

見
ら
れ

る

が
、

イ
ポ

ー

の

寺
院
を

継
承
し
て
い

る

わ
け
で

は

な
い

。

信
者
た
ち
は

自
身
の

信
仰
す

る
日
蓮
宗
の

寺
院
が

、

一

〇

〇

年
以
上

も
前
に

創
ら
れ
て

い

た

こ

と

を

驚
い

て

い

る

と

と

も
に

、

こ

の

寺
院
の

こ

と
を

少
し
で

も
知
っ

て
、

自

ら
の

信
仰
の

ル

ー

ツ

を
探
り

、

そ
の

糧
に

す
る
こ

と

を

望
ん

で

い

る

様

子
で

あ
る

。

　
こ

の

寺

院
は

先
に

も
著
し

た

よ

う
に

洞
窟
を

利
用
し

た

こ

と

か

ら
、

そ
こ

に

は

建
造
物
が
残
さ
れ

て

い

る

わ

け
で

は
な
い

。

洞
窟
内
部
に

寺

院
の

痕
跡
と

し

て
、

僧
侶
や

信
徒
た

ち
の

文
書
が
壁

面
に

数
多
く
残
さ

れ
、

戦
後
七
〇

年
近

く
経
過
し
た

今
日

に

ま

で

見
る

こ

と

が
で

き
る

の

は
、

稀
有
な
こ

と
で

あ
る

。

し

か

し
、

風

化
に

よ
っ

て

判
読
が

困
難
に

な
っ

て

い

る

部
分
が

多
く

、

ま
た

、

こ

の

洞

窟
は

近

年
に

建
て

ら

れ

た

ホ

テ

ル

（
日

冨
切

＆
9

§
国
。

菖
旦
αq
°・

閃
。

R
Φ

巴

の

敷
地
内
に

あ

り
、

一

般

に

公

開
は

さ

れ

て

い

な
い

が
、

宿
泊

者
が

見
学
す
る

こ

と
は

可

能
で

あ

り
、

故
意
に

消
さ

れ

た

り
す
る
こ

と
も

予
想
で

き
、

実
際
に

最
近
の

落

書
な
ど

も

確
認
で

き

た
。

い

っ

ぽ

う
、

ホ

テ

ル

の

事
情
に
よ
っ

て
、

こ

の

洞
窟
が

今
後

、

開
発
の

対
象
と

な
っ

て

し

ま

う
こ

と

も
十
分
に

考
え

ら
れ

、

最
悪
の

事
態
と
し
て

文
書
が

失
わ
れ

る

可
能
性
が
あ
る

。

　
こ

の

洞
窟
に

残
る

文

書
に

つ

い

て

は
、

平

成
二

五

年
（
二

〇

＝

三

二

月
に

調
査
を

実
施
し

、

「

当
山

開
基

／
龍
神

勧
請
／
大
正
二

年
九

月

／
開
山
馬
場
禎
誠
／
発
起
　
原
口

駒
吉
／
原
ロ

タ

ツ

／
一

天

四

海
皆
帰

マ

レ

ー

半
島
に
お

け
る

日

蓮
宗
布
教
の
一

考
察
（
安
　
中
）

妙
法
立
正
安
国
此

土

安
穏
／

南
無
妙
法
蓮

華
経
／
南
洋
海
珠
馬
来
発

珍

大
聖
日

蓮
法
華
道

場
／

大
日
本
国

大
正
四

年
十
月
十
三

日

　
教
邃
目
口

（

花
押
）

」

「

大
正
二

年
／
九
月

吉
日
／
開
基
／

馬
場
禎
誠
」

「

鷲
山
江

詣

つ

る

／
道
に

法
乃
声
／

斯
口

不
思

議
口

／
神
の

わ

ざ
可
那
／
大
正
五

年

五

月
参

拝
／
旭

寛
成
（
花

押）
」

「

奉
祭
祝
八

大
龍
王

大

善
神
守
護

処
」

他
を
確
認
し
た

。

　

日
本
の

南
進
政

策
に

追
随

す
る

形
で

本
格
的
に

活
動
し

た

イ

ポ

ー

の

寺
院
は

、

ま

さ

に

日

本
の

太

平
洋
戦

争
敗
戦

と

と

も
に

終
焉

を
迎

え

た
。

東
ア
ジ

ア

の

国
・

地
域
に

お

け
る

日

蓮

宗
寺
院
の

展
開
と

同
じ

よ

う
な
結
末
を

迎

え
た

が
、

種
々

の

条
件
が

重
な
っ

た

か

ら
こ

そ
、

洞
窟

内
の

文

書
を

今
日
に

至
る

ま

で

見
る

こ

と

が

適

う
の

だ
ろ

う
。

な
お

、

こ

の

調
査
報
告
及
び

本
稿
で

明
ら

か
に

で

き
な
か
っ

た

事
柄
に
つ

い

て

は
、

別
稿
に

譲
る

こ

と

と

す
る

。

1
　
南
洋
及
日

本
人

社
編
『

南
洋
の

五

十
年
』

＝
二

五

頁
（
昭
和
十
三

年
六

　
月
発
行

、

章
華
社
）

。

2
　
当

時
の

マ

レ

ー

シ

ア

全

域
と
は

、

英
領
海
峡

殖
民
地

、

英
領
馬
来
諸

　
邦

、

英
領
北
ボ
ル

ネ
オ

を
意
味
す
る

。

3
　
外
務
省
通

商
局
編
『
海
外
渡
航
及
在
留
本

邦
人
統
計

大

正
八

年
ー
昭

　
和
三

年
』

三

〇

頁

（

昭

和
五

年
四

月
発
行

、

外
務
省
通
商
局）

。

4
　

前
掲
同
二

九
〜
三
→

頁
。

5
　
大
澤
広
嗣
氏
の

成
果
と

し

て

「

第
二

次
世
界
大
戦

下
の

仏

教
界
と

南
進

　
　
　

真
如
親
王

奉
讃
会
と
シ

ン

ガ

ポ
ー
ル
」

（

『

仏
教
文

化
学
会
紀
要
』

一

九

　
号

、

平
成
二

三

年
三

月
発
行∀

、

「

戦

時
期
ビ
ル

マ

に

お
け
る

宣
撫
活
動
と

二
一

七
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マ

レ

ー

半
島
に
お

け
る

日

蓮
宗
布
教
の
一

考
察
（
安
　
中
）

　

日

本
人
仏
教
者
　
　
上

田

天

瑞
を

中

心
に
」

（
『

宗
教
学
論
集
』

二

七

号
、

　

平
成
二

〇

年
三

月
発
行）
、

「

日
本
軍

政
下

の

マ

ラ

ヤ

に

お

け
る

宗
教
調
査

　
　
　
渡
辺
楳
雄
に

つ

い

て
」

（

『

ア

ジ

ア

文
化
研
究
所
研

究
年
報』

四
二

号
、

　

平
成
二

〇

年
二

月
発
行）

等
が
あ
る

。

6
　
柴
田
幹
夫

氏
の

成
果
と

し

て

「

大
谷
光

瑞
と

シ

ン

ガ

ポ

ー

ル

本

願

寺
」

　
（
『

仏
教

史
研
究
』

四
三

号
、

平
成
一

九

年
一

〇

月
発
行
）

、

「

シ

ン

ガ

ポ

ー

　
ル

本
願

寺
と

日

本
語
学
校
」

（
『

環
日

本
海
研
究
年

報
』

　一

四

号、

平
成

　
，

九

年
二

月
発

行）
、

等
が

あ
る

。

7
　
南

洋
及
日

本

人
社
編
『

南
洋
の

五

十

年
』

五
一

二

頁
（
昭

和

＝
二

年
六

　

月
発

行
、

章
華
社
）

。

な
お

『

日

蓮
宗
教
報
』

四
五

号
（

昭
和
一

四

年
三

　

月
一

〇

日

発
行
）

に

寺
院
名
が

記
載

。

8
　
南

洋
及
日

本

人
社
編
『

南
洋
の

五

十

年
』

七
〇

四

頁
（
昭

和
一

三

年
六

　

月
発
行

、

章
華

社）

に

僧
侶
名
（

本
庄

智
童
）

と

所
属
（
本
願

寺
布
教

師）

　

が
、

ま
た

伊

藤
友
治

郎
編

『

南
洋

年

鑑
第

四

回
』

二

六

頁
（

大
正

九

年

　

二

月

発
行、

南
公

司

南
洋
調
査

部）

に

僧
侶
名
（

本
庄
智
憧）

が

記

載
。

9
　
南

洋
及
日

本
入
社
編
『

南
洋
の

五

十

年
』

五

七

六

頁
（
昭

和

二
二

年
六

　

月

発
行

、

章
華
社）

。

10
　
伊

藤
友
治

郎
編
『

南
洋
年
鑑

第
四

回
』

三

四

頁
（
大
正

九

年
一
一

月
発

　

行
、

南
公
司
南
洋
調

査
部）

に

僧
侶
名
（

橋
場
悟
庵）

が

記
載

。

11
　
前
掲
同
三

六

頁
に

僧
侶
名
（
原
智

燿）

が
記

載
。

12
　
南

洋
及
日

本
人
社
編
『

南
洋
の

五

十

年
』

五

五

四

頁
（
昭

和
一

三

年
六

　

月

発
行

、

章
華
社
）

。

13
　
前
掲
同
五

七

九

頁
。

14
　
マ

レ

イ
シ

ア

各
地

日

本
人
会
編
『

マ

レ

イ
シ

ア

の

日

本

人

墓
地
及
び

墓

　

碑
　

　
写
真
と

記
録
で

辿

る

先
人
の

足

跡

　
　
』

（

平
成
一

一

年
一

月
発

　

行、

在
マ

レ

イ
シ

ア

日

本
国

大
使
館）

。

15
　
「

日

宗
新
報
』

二

三
二

一

号
（
大
正
四

年
五

月
二

日

発
行
）

。

二
一

入

16
　
南
洋
及
日

本
人

社

編

『

南
洋
の

五

十

年
』

一

九
六

〜
一

九

八

頁
（
昭

和

　

＝
二

年
六

月

発
行

、

章
華
社）

。

17
　
岩
橋
美
蔵
著
『

馬

来
半
島

縦
断

記
』

三
八

〜
三

九

頁
〔
大
正
六

年
一

二

　

月
発
行

、

私

家
版∀

。

18
　
南
洋
及
日

本
人

社

編

『

南

洋
の

五

十
年
』

五

五

四

頁
（
昭
和

＝
二

年
六

　

月
発
行

、

章
華
社）

。

19
　
前
掲
同
一

五

〇

頁
。

20
　
『

日

宗
新
報
』

　
＝一
二

八

号

（

大

正
四

年
一

月
三
一

日
発

行）
。

21
　
『

日

宗
新
報
』

　一

四
一

二

号
〔
大

正
六

年
九

月
一

五

日

発
行）

。

22
　
『

宗
報
』

二

二

八

号
（

昭
和
一

〇

年
皿

二

月

発

行
）

に

須
賀
勝
玄
の

活

　

動
の

様
子
が

記
さ
れ
て

い

る
。

23
　
日

蓮
宗
事
典
刊
行
委
員
会
編
『

日

蓮
宗
事
典
』

六
三

五

頁

（

昭

和
五

六

　

年
一

〇

月
発
行

、

凵

蓮
宗
宗
務
院）

。

〈

キ
ー

ワ

ー

ド
〉

　

マ

レ

ー
シ

ア
、

イ
ポ

ー
、

海
外
布
教

、

日
蓮

宗

　
　
　
　
（

立

正

大
学

教
授）
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